
調査研究事業（生徒が実践する調査研究などの実践活動に助成金を交付）研究内容ご紹介

ペットとLv999の防災をするために

～ L v １ ０ ０ の 身 近 な 防 災 を 考 え る ～

県 立

令和６年度助成の研究校、須恵高校保健委員会の皆さんは、昨年の大雨被害や能登半島地震など

災害を目の当たりにして、家族と一緒に生活しているペットの防災について学ぶことで、防災意識向

上と、福岡県が推進するワンヘルス（※）へ繋がる取り組みをされています。

ペット同伴の避難所開設をする役場や関係団体へ訪問し、自分たちにできるペット防災について調

査・研究した内容は、同校生徒だけでなく他校生徒にも伝えられました。令和７年７月３１日開催予定

の県公立高等学校PTA連合会指導者研修会でも発表していただくこととなっています。

● 防災対策に関するアンケート調査
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（２年生：８クラス314人対象、回収率98％） ※下記３項目以外にも質問あり

● 関係施設・団体訪問

令和５年にペット同行避難の要望を受け、避難場所を開設。防災の基本や、高校生にできる
ことなど、話を伺いました。

新宮町役場

【防災の基本】 自分でできる
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【高校生にできること】

・ 避難者とのコミュニケーション
・ 物資の運搬・分配の手伝い
・ 小さな子供の遊び相手
・ お年寄りの話し相手・お手伝い
・ 避難場所の掃除 など

そぴあ新宮 ペット同行避難場所である施設を見学。開設条件や利用の流れなど、話を伺いました。

・ペットをケージなどに入れること
・ワクチン接種はしておくこと
・糞尿、エサなどの対応は飼い主が
責任をもって行うこと
・基本的なしつけをしておくこと

【避難時の注意事項】

・ 一般の避難者とは出入口・受付を別に設置。
・ 舞台裏の楽屋スペースにあるため、防音もあり、
トイレ・シャワー室も設置されている。

・ ペット飼育エリアは一般避難者出入口から一番
遠い所に位置し、コンクリートの床のため掃除
がしやすくなっていた。

【そぴあ新宮 ペット同行避難場所の特徴】

【結果】 ・ 学年の約３６％がペットを飼っており、ケージに入る躾や予防接種等の対応は半数以上で
行われている。

・ 災害時にペットを預けることについては、あまり検討されていない。
・ 一緒に避難するとしても、避難グッズの準備や避難場所の確認などは
十分な対応ができているとは言えない状況にある。

・ ペットが避難所にいることは好意的に受け止められている。

※ワンヘルス …人と動物の健康と環境保全を一つと考え、守るために行動すること



ＰＥＴ’Ｓおおむた 2020年の豪雨被害がきっかけで設立された同伴避難支援団体にも話を伺いました。

【知識の普及】

・ ペットのしつけ教室… 避難所で過ごすクレート（キャリーケース）での
トレーニング

・ 防災学習講演会 … ペットとの避難を想定したワークショップの実施

【行政との連携】

・ 防災危機管理室との定期意見交換… 住民からの要望を話し合う（１回／月）
・ 避難所の備品準備
・ 大牟田市総合防災訓練への参加 … ペットと一緒に訓練を実施

〇笛 〇ロープ 〇軍手 〇カラビナ
〇ペットシーツ 〇消臭ポリ袋
〇ペーパータオル 〇長期保存水
〇おやつ 〇おもちゃ〇防水シーツ
〇折りたたみフード皿〇シャンプータオル

ペットの避難に
必要な物品（５日分） ペット情報シート

〇ペットの名前
〇性別、去勢の有無
〇住所、電話番号
〇飼い主の氏名
〇性格
〇予防接種・薬の日付

など

・ 一緒に避難するためには、ペットの安全とともに他の避難者への配慮も必要で、事前にやっておかな
ければならない事があることが分かった。

・ ペットを飼っている人、そうでない人の気持ちを考える必要があることが分かった。
・ 自分たちのことは自分たちですることが大事。
・ ペットの防災について今回学んだことを他の生徒に伝えることの必要性を感じた。

【感想】

● 広報と体験活動

岳城祭 (文化祭）

ペットの防災について知る人が少
ないことが分かり、生徒にはもち
ろん、来校者にも興味を持っても
らえる機会に。

避 難 体 験 そぴあ新宮の取り組みを参考に、校
内での避難体験を実施。

← 避難経路の確認

校門下のバス停から、
学校までの上り坂を
一緒に避難

同伴避難をイメージ →

・ 自分の荷物にペットの荷物が加わるため移動
が大変だった。

・ 天候によっても大変さは変わることが考えられた。
・ 鳴き声に対する躾や理解の必要性を実感。
・ 災害が起こる前に必要なことをペットと一緒に
準備しておく。

避難グッズ使用体験

①資料作成
②放送で呼びかけ
③昼休みに実施

● 活 動 報 告

令和６年１０月に開催された福岡県高等学校保健会生徒
保健研究発表大会に参加し、調査・活動した内容を他校
の生徒にも伝えました。

役場(新宮町・須恵町）

新宮町
・ 施設見学後の活動報告
・ 資料の配付

須恵町

・ 地域への広報活動として担当者へ、調査・活動内容を報告
・ 行政としての取り組みの課題について協議

今回の研究で、ペット防災への意識は
まだまだ低い状況にあり、避難グッズや避難場所、避
難時のマナーなど、知っておくことが多くあることが
分かった。
また、防災に関する意識を高め経験を重ねることで、
防災の基本である「自助・共助・公助」の一端を担
えるのではないかと考え、校内での展示や体験
を実施し、防災に関する意識の向上を図ること
ができた。
今後も、情報提供を行い、常に防災意識を
持ち続けられるような継続的な活動を検
討し取り組んでいきたい。
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